



The Current Condition and the 
Theorization of Restoration of the 







　The Murakami residence is a farm house since the 18th 
century. The residence consists of six thatched-roof buildings, 
including main building, which is over 200 years old, stable, 
water closet, and room for miso （fermented soybean paste）. 
The residence has been renovated as the life style changed. In 
this paper, the following aspects are discussed: an assessment 
of the current condition of the residence; an estimation of the 
constructed time; and theorization of the original building; and 
the strategies for further preservation. Currently the residence 
is preserved by the owner; however, it has been beyond the 
owner's ability to maintain the residence, the author addresses 



















































古い墓石の内で最も古い年号は、元禄２年（ 1689 ）11 月 22 日に





































　菩提寺常楽寺は 1800 年ころに火災にあい、過去帳は 200 年よ
り以前のものはない。2010 年 10 月 25 日、筆者は村上和子氏と
常楽寺を訪ね、住職と令嬢の指導のもと過去帳を拝見した。当
寺が所蔵するもっとも古い過去帳は文化 13 年（ 1816 ）正月の記
があり、当寺十三世鳳山代に始まる。搦道屋敷村上家に関して、
過去帳にみる最も古い法名は文政８年（ 1825 ）であり、平成３年






























































　「10 月 29 日　善哉普聽信女　　唐女堂専蔵母　　　」
④明治 14 己年　専造＊（1809 － 1881 ）　74 歳
　「４月７日　　覺應壽明居士　　村上清之亟父　　　　専造
　　　　　　　　　　　　（村上専造　74 才）」
⑤明治 28 年　　つる（1810 － 1895 ）　86 歳
　「　　　　　　　　　　　　　　唐目堂ノ
　　旧 11 月 19 日　壽室妙園大姉　村上虎之進祖母つる
　　　　　　　　　　　　　　　　（村上ツル行年 86 才）」
◎清之亟＊　≪天保４年生－大正５年没（1833 － 1916 ）≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虎之進父
⑥明治 34 年　きせ・清之亟先妻（1833 － 1901 ）
　　　　　　　　一説に≪天保４年生・明治 35 年没≫
　「旧 12 月８日　良林妙大姉　村上慶一郎祖母　」王編 + 良
◎なつ　弘化２年生、清之亟後妻（1845 － 1913 離婚－　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正二年離婚
◎虎之進＊≪安政４年生―明治 31 年没（1857 － 1898 ）≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　清之亟長男・慶一郎父
◎さつき　≪安政５年生―昭和２年没（1858 － 1927 ）≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虎之進妻
⑦大正５辰年　慶一郎＊（1882 － 1916 ）
　「　　　　　　　　　　　　　　　カラメド
　　旧８月 17 日　清温義徹居士　　　村上慶一郎」慶一郎









⑩昭和 50 年度　磐根＊（1892 － 1975 ）　84 歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　磐根は婿養子
　「磐禪軒光正得道居士　　10 月 11 日　84 才
　　　　　　　　　　　　　　　　村上壽道父磐根」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐以和四郎長男








































































　２）平面１−土間部（図５，14 〜 16，18 ）
















































































































































































































































































































































　５）井戸屋形（図 40 〜 42 ）
　井戸は厠の東南方、敷地への入口右脇にある。木造、切妻造、
茅葺き平入り、平屋建て、規模は桁行１間５尺（1,515 ｍ）× 梁間






































































とを基本的な姿勢とする。ただし、明治 22 年（ 1889 ）の家相図
があり、これも参考としたい。本章は、家相図の読みとき、主
屋の復原考察、付属屋の復原考察の順に述べる。

















































































しい差物上に立つ束柱（図 21，23 の F1，F2 ）間隔は５尺５寸５
分であり、大型の明り障子がちょうど当てはまる。差物上に立


























































































のやや太い柱（柱 C）が建つ。この柱 C から下屋側通りにカッテ
境の差物上まで 3 間半の長い梁Ｄ２が架かっており、梁上には束
図 45　復原略平面
図 46　明治 22 年家相図
図 47　現状略平面
















































































































































































旧中村家･盛岡市 文久元 9.6×15.9 ＝152.64　町家
旧藤野家･江刺市 19世紀前半 14.9× 8.9 ＝132.61
旧後藤家･江刺市 江戸中期 21.5×10.5 ＝225.75
旧佐々木家･岩泉町 明治初期 16.4× 9.1 ＝149.24
旧菅野家･北上市 享保13 21.3×11.6 ＝247.08
多聞院伊澤家･和賀町 1900年前後 20.4×11.2 ＝228.48
旧菊地家･東野市 18世紀中頃 20.3×09.1 ＝184.73
伊藤家･東和町 18世紀後半 13.7×09.6 ＝131.52
旧小原家･東和町 18世紀中頃 16.3×09.6 ＝156.48
千葉家･遠野市＊ 江戸末期 25.9×11.7 ＝303.03
村上家･千厩町＊ 18世紀後半 17.9×12.3 ＝220.17　県指定
　宮城県（６件）
洞口家･名取市＊ 宝暦頃 22.6×11.0 ＝248.60　　
旧中沢家･名取市 江戸後期 16.5×09.5 ＝156.75
旧佐藤家･角田市 江戸後期 14.9×07.8 ＝116.22
我妻家･蔵王町＊ 宝暦３ 26.3×12.1 ＝314.60
松本家･小野田町 江戸後期 10.1×07.7 ＝ 77.77






















































































































































































　岩手県指定文化財村上家住宅は、2011 年３月 11 日午後２
時 46 分に発生した東日本大震災、その後の余震により、大
きな被害を受けた。建物が倒壊することはなかったが、地盤
の振動、ゆるみにともなって、礎石や柱の足元が動き、建物
の傾斜が大きなり、土壁が落ち、カマドが崩れるなど屋内外
ともに大災害をこうむった。
図版１上　村上家屋敷の環境。主屋と馬屋、前面の庭園、背後の樹木、竹薮 　　　　図版１下　土間ニワ。表から後部をみる
図版２上　土間ニワ。イロリと背面およびチャノマ境 図版２下　薪の燃えるイロリと背後のムソウ窓
図版３上　茶の間の上手側をみる。仏壇、戸棚、仙台箪笥２竿が並ぶ 図版３下左　シモデからカミデのトコノマをみる。10 尺の天井高
図版３下右　前面縁側を上手から下手をみる。板天井が貼ってある
図版４上　 前面縁先の戸袋。吹き寄せの押縁を施した下見板張り。屋根付き
で彫刻を施す
図版４下　天井の高いナカマ。神棚、丈の高い障子欄間が入る。奥はシモデ
図版５上　ナカマから前面の縁側を通して庭園を望む 図版５下　 オオデから表に面するシモデをみる。低い位置に根太天井が張ってある
図版６上　 叉首組の小屋組。小屋梁が５間と長い。 
棟束が立つ。腰屋根から光が入る
図版６下　 土間ニワの梁組の見せ場。天井がなくウシモチ柱に 
縦横から架かる、豪華な梁組
